
〔連載特集〕筆の里工房周辺の整備事業
 （その 12）

◀これまでの「〔連載特集〕つながるつなげる」
は、町ホームページでご覧いただけます 

［公園について］都市整備課 820－５６０８［施設について］産業観光課 820－５６０２
ずか 75年後には、日本の人口が今の半数に減少する
と見込まれるなか、“ふるさと熊野”を子や孫に残す

ために、私たちには今できることがあります。 
個性豊かな文化を活かした魅力的なまちづくりも、移
住する場所、住み続ける場所として人々をまちに惹き付

熊野町は、筆産業とそれにより培われた文化芸術が息
このソフトパワーを活かし、

人々がつながり、まちと文化を未来につなげるため、都市
公園と観光交流拠点施設の建設を進めています。 

わ

づくまちです。 この地に住む

ける大切な取り組みの一つのはずです。 

－「天平筆」から「熊野筆」に至る筆文化について－ 

筆の原毛研究、正倉院の宝物の毛や筆の調査
を通じて想うこと

筆の里工房の“これまで”と“これから” 

―筆の里工房では、これまで筆に関する文化的な
背景を積極的に発信しようと努めてきました
が、どのようにご覧になっていますか。
筆を中心とした文字文化や歴史の発信は、熊野

町ならではの魅力として非常に大切な部分だと思
います。また、町の発展のためには、移住や定住を
促すことはもちろんですが、多くの人に訪れてい
ただくことが活性化のために最も大きな要素とな
るのではないでしょうか。 
これからも、筆の里工房から情報を広く発信し、

多くの来訪者に良い思い出をつくってもらえるよ
うな施設づくりを目指してもらいたいですね。

創作体験メニューをどんどん増やしていくこと
が大切でしょう。日本唯一のテーマ性を有する施
設ですから、外国からの誘客も期待できます。 

江戸末期に始まった熊野での筆づくりは、穂
首には獣毛、軸には竹といった自然材を主たる
原材料に用い、熟練職人の手作業で製作されて
きました。 

学校教育の普及により、
要が急激に高まりました。
筆を大量生産する技法や、工程ごとに分業する
問屋制家内工業によって生産効率を高め、日本
一の筆産地となりました。

熊野筆が県の“無形民俗文化財”に

近代以降は、 毛筆の需
高い品質のそんな中、

『熊野地域の筆製作技
術』が県の“無形民俗文化
財”に指定され、熊野筆伝
統工芸士会がその保存団
体として、技法・技術を受
け継ぎ、向上させ、未来の
熊野町へと伝承する役割
を担ってまいります。 
私たちは、日ごろの筆製

筆司会での後継者育成や、
での実演や体験指導などに、今後も力を注いで
いきます。

作に加え、 筆の里工房

『熊野筆』が、国
の“伝統的工芸品”に指定
されてから 50 年の節目。
そして、来年は、
ユネスコ無形文化遺産登
録に期待がかかります。 
今般、県の“無形民俗文
化財”の指定を受けたこと
は望外の喜びです。 

今や熊野町は、その技法を礎に、筆類すべてに
わたる一大産地となりました。組合員一同、さら
に精進してまいります。

本年は、

『書道』の

xxf～つながる つなげる～

今から三十数年前、向久保健蔵さん（城之堀）は、筆の里工房建設の契機ともなった、住民主体で組
織された『筆の里くまの会議』のメンバーとして活動されました。また、筆の穂先に使う毛（原毛）の
科学的研究や、奈良の正倉院の宝物である「天平筆」の調査に携わってこられたなど、筆の歴史や文化
といった方面にも造詣が深い筆職人の一人です。 
そんな向久保さんを迎え、筆の里工房の管理者である一般財団法人筆の里振興事業団・石井理事長と

さまざまな視点からお話しいただきました。

―向久保さんは、筆に関する調査研究など、産地で
ある熊野町にとって有意義な取り組みに携わっ
てこられたのですね。
原毛に関する研究では、“脱脂(原毛から脂分を

除く工程)”に化学洗剤を用いる実験を行いまし
た。採算性や原毛の変質、作業工程の複雑化などの
課題から実現はしませんでしたが、改めて伝統技
法を見直すきっかけになりました。 
また、伝統工芸士の實森康宏さんと一緒に、正倉

院にある伎楽のお面などに使われた毛を調査しま
した。正倉院では、他にも「天平筆」の調査もしま
した。この筆の穂先は、芯毛の根元を和紙で包み、
その上に別の毛を被せて和紙で包む工程を繰り返
す巻筆の製法で作られています。また、奈良時代に
写経で使われていた筆には、“ウサギ”の毛が重要
だったことがわかりました。
―どのようなことをきっかけに、筆づくりの製法や
歴史的な背景などに興味を持たれたのですか。
40 年程前、原毛の研究資料や筆の研究家による

著述などを参考に執筆した『The 筆』という本 
を出版しました。しか
し、本を出した私自身が
筆づくりに自信が持て
ない、といった葛藤があ
りました。 
その葛藤がきっかけ

で、職人として筆づくり
に専念しつつ、筆や文字
の歴史と文化の研究を
ライフワークとするよ
うになりました。

―書道筆の生産量は大きく
減少しています。 
今後も、熊野町の筆産業
が市場で優位性を保つう
えで、向久保さんのよう
に、筆や文字の歴史と文
化といった側面からのア
プローチが一層重要にな
ってくるのではないでし
ょうか？ 

―令和３年 10月、書道は、国の“登録無形文化財”
に登録されました。しかし、10年前と比べると、
書道人口は 220万人と半減しました。 
小学校から始まる書写書道の教育ですが、中学
卒業と同時に離れていく人が多く見られます。

「書」や「書道」、「書写教育」の現状と今後

正倉院での調査においては、筆や書の歴史およ
び文化に関する一定の知識をもとに、書家や学者
とは異なる“職人”としての感性や視点をもって宝
物の筆に接しました。筆職人がそれらに対する理
解を深めることで、用途や書風に応じて更に専門
的な対応ができると思っています。市場の優位性
を保つうえでも有効でしょう。

筆を取り巻く環境はこれからますます厳しくな
るでしょう。指導者不足もあり、中学・高校におけ
る部活動としての書道も、次第に衰退してしまう
のではないでしょうか。 
だからこそ、“筆づくりのまち 熊野町”に、書道

が体験できる“場”を作ることに意味があるのだと
思います。 
“日本一の筆産地で創作する”ということが、大

きな誇りとなり、感動する体験となる、ということ
を外部の参加者からよく言われます。 

―新施設での創作体験は、子育て世代の親子を対
象とした、書への理解につながるさまざまなプ
ログラムも検討したいと考えています。

―現在の筆の里工房は、博物館・美術館・図書館の
３つの機能を備える施設として、収蔵品も充実
しつつあります。また、来年には、創作体験の機
能を担う新施設が完成します。 
これからの取り組みや運営などについて、どの
ようなことが期待されるでしょうか。

子どもの習字に使う筆の問い合わせをいただく
ことがあります。それに的確にお応えするために、
私たち職人には、大きさや穂先の形状などが子ど
も向きの筆を製作し、提供する体制を整える努力
が求められます。 
筆の里工房のサービス提供においても、創作や

手書きに興味がわくような、細やかな配慮が大切
になると思います。

◀

熊野筆の伝統的な製作技術は、熊野筆伝統工
芸士会が保存にあたる『熊野地域の筆製作技術』
として、令和７年５月１日付けで、広島県無形民
俗文化財に指定されました。 

た指定されまし

筆の里工房には、町の将来を担う若い人たちに、
筆や筆の文化に興味関心を抱いてもらえるよう、
育成につながる取り組みに注力されることを期待
します。新施設の運営には、若い人たちの声を柔軟
に取り入れ、引きつける魅力づくりに努めてほし
いと思います。

この対談の詳細は、町ホームページで 
ご覧いただけます 

７月号では、文化芸術のまちづくりを進める
組織「Kumano Creative Palette（クマノ・クリ
エイティブ・パレット）」の最新の活動や、「熊野
町の観光を考える会」の取り組みなどについて
お届けします。 

熊野筆事業協同組合 理事長・竹森 臣 さん

熊野筆伝統工芸士会 会長・實森 康宏 さん
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